
７
月
５
日
愛
知
共
済
会
の
定
期
総
会

が
労
働
会
館
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

西
尾
理
事
長
の
挨
拶
そ
し
て
石
川
専
務

理
事
か
ら
の
26
年
度
の
事
業
報
告
及
び

27
年
度
の
事
業
計
画
の
説
明
。

共
通
す
る
話
と
し
て
共
済
会
員
数
は

１
９
９
９
年
を
ピ
ー
ク
に
年
々
右
肩
下

が
り
で
減
少
傾
向
に
歯
止
め
が
き
か
ず

二
千
名
を
割
り
込
ん
で
い
る
こ
と
、
労

働
者
同
士
の
助
け
合
い
で
進
め
て
き
た

共
済
活
動
を
会
員
数
の
Ｖ
時
回
復
さ
せ

る
べ
く
取
組
と
し
て
全
労
連
が
提
唱
す

る
「
対
話
と
学
び
合
い
」
で
組
織
拡
大

を
進
め
る
こ
と
で
共
済
の
会
員
数
の
拡

大
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
の
必
要
性
が

語
ら
れ
ま
し
た
。

27
年
度
の
事
業
計
画
で
数
値
目
標
と

し
て
、
会
員
数
を
二
千
五
百
名
と
任
意

共
済
の
拡
大
、
と
り
わ
け
２
年
目
を
迎

え
る
「
お
う
ち
の
安
心
共
済
と
自
然
災

害
特
約
」
を
既
加
入
率
の
目
標
30
％
の

獲
得
が
報
告
さ
れ
満
場
一
致
で
確
認
さ

れ
ま
し
た
。

愛
知
地
本
と
し
て
も
こ
れ
ま
で
以
上

に
共
済
会
員
数
及
び
任
意
共
済
の
拡
大

に
積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と
を
決
意
し

た
次
第
で
す
。

全
国
一
般
か
ら
の
理
事
は
、
地
本
委

員
長
の
煤
本
氏
が
承
認
さ
れ
、
第
１
回

の
理
事
会
に
て
副
理
事
長
に
就
任
し
、

全
労
連
共
済
へJ

M
I
TU

の
平
田
氏
の
後

任
理
事
と
し
て
派
遣
す
る
こ
と
も
決
ま

り
ま
し
た
。

（
記

執
行
部
）

愛
労
連
第
74

回
定
期
大
会

７
月
19
日
に
愛
労
連
の
定
期
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
東
ア
ジ
ア
、
中

東
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ
大
陸

と
、
世
界
中
で
暴
力
に
よ
っ
て
問
題

を
解
決
し
よ
う
と
す
る
行
い
が
続
い

て
い
ま
す
。
私
達
の
暮
ら
し
を
守
る

た
め
に
は
何
が
必
要
な
の
か
、
平
和

を
守
る
こ
と
が
第
一
で
は
な
い
か
と

い
う
こ
と
を
こ
の
大
会
で
確
認
し
ま

し
た
。

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
中
に
は"

平
和

と
人
権
、
暮
ら
し
を
守
ろ
う
、
み
ん

な
の
要
求
を
実
現
で
き
る
大
き
な
愛

労
連
を
つ
く
ろ
う"

と
書
か
れ
て
い
ま

す
。
映
画
「
急
に
具
合
が
悪
く
な
る
」

で
、
主
人
公
の
真
理
と
マ
リ
ー
が
社

会
の
構
造
に
つ
い
て
や
り
取
り
す
る

場
面
は
、
ま
さ
に
「
対
話
と
学
び
あ

い
」
の
実
践
で
し
た
。
今
年
度
も
全

国
一
般
か
ら
恒
川
書
記
長
が
愛
労
連

幹
事
の
役
割
を
担
い
ま
す
。

（
記

執
行
部
）
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全
国
一
般
愛
知
地
本

■

今
後
の
予
定

■

７
月
28
日（
火
）ア
ク
リ
ル
争
議
支
援
共

闘
会
議

８
月
24
日（
月
）地
本
第
２
回
評
議
委
員

会８
月
29
日（
土
）・
30
日（
日
）全
国
一
般
中

央
定
期
大
会

９
月
26
日（
土
）第
54
回
愛
知
地
本
定
期

大
会

第37回愛知共済会総会
煤本地本委員長が副理事長に選任

２０２６年７月５日

６．１９集会＆デモ
30℃を超す日中の暑さと打って変わり、さわやかな気持ちの良い風が吹いた夕方に、栄：光

の広場で標題の集会が行われました。

開会の挨拶に立った「あいち総がかり行動共同代表」の長峯さんからの話は大変分かりやす

いものでした。今政府が改憲の理由にしようとしている「緊急事態条項」について。これは

ワイマール憲法下のドイツでヒットラーが大統領に次々の緊急条項を出させたの同じで、緊

急何々を出したいのは権力者の常、と喝破しました。日本国憲法には緊急事態条項が無いと

改憲派の人は言っているが、そんなことはない。第54条にきちんと定められている。衆議院

が機能しなくても参議院は必ず残るので国会は機能する、との説明には納得しました。

また、国旗損壊罪を作ろうとしているが、基準は非常に曖昧。罪になるのは”不快な思いを

させたら”罰するというもの。そもそも、アメリカでは国旗損壊については”表現の自由”

として連邦最高裁で３７年前に無罪の判決が出てい

る。今日本で出されている国旗毀損罪はアメリカで

は憲法違反の内容とのこと。めちゃくちゃな時代に

なっていると嘆息されていました。

その後、愛知国公の青山さん、愛高教の寺田さんな

どが壇上に立ちました。集会後は元気にデモ行進に

出発。「憲法するな 戦争するな」「九条失くせば

いのちも失くす」等のシュプレヒコールを夜空に

響かせました。

（記 あつた支部Ｕ）


